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わ
が
家
と
三
条
別
院
と
の
関
り
は
、
町
人
文
化
華
や

か
な
り
し
江
戸
文
化
文
政
期
に
、
初
代
が
寺
泊
敦
賀
曽

根
か
ら
三
条
に
薬
種
問
屋
「
敦
賀
屋
」（
当
時
砂
糖
や
菓

子
も
貴
重
で
同
時
に
扱
っ
て
お
り
、そ
の
後
菓
子
業
へ
）

と
し
て
開
業
し
て
か
ら
の
二
百
数
十
年
余
り
と
な
り
ま

す
。
寺
泊
の
本
家
も
浄
土
真
宗
で
、
室
町
時
代
に
、
地

名
に
も
あ
る
よ
う
に
現
福
井
県
敦
賀
市
か
ら
移
り
住
ん

だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

長
岡
藩
の
城
勤
め
を
し
て
い
た
二
代
目
の
妻
が
、
宗

徧
流
の
茶
道
と
池
坊
流
の
華
道
を
教
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
息
子
で
あ
る
三
代
目
は
家
業
と
共
に
宗
徧
流

と
池
坊
流
を
こ
の
地
で
広
く
教
授
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
今
か
ら
百
五
十
年
程
前
に
、

三
条
別
院
の
依
頼
で
別
院
を
中
心
に
し
た
一
大
茶
会
を

亭
主
と
し
て
催
し
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
当
時

は
大
き
な
時
代
の
変
革
期
で
あ
り
、
誰
も
が
明
日
へ
の

不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
お
り
、
茶
会
を
開
催
す
る

の
に
大
変
苦
労
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
三
代
目
を

突
き
動
か
し
た
の
は
、
こ
の
地
が
善
く
あ
っ
て
ほ
し
い

と
の
強
い
願
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

十
年
程
前
に
高
校
の
友
人
で
も
あ
る
僧
侶
か
ら
、
三

条
別
院
に
研
修
に
き
て
い
る
県
内
外
の
若
い
僧
侶
の
為

に
、
周
辺
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
し
た
い
の
で
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
話
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、

こ
の
街
に
つ
い
て
少
々
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は

楽
し
い
思
い
出
で
す
。 

 

二
年
程
前
に
は
、
三
条
別
院
か
ら
親
鸞
聖
人
の
七
百

五
十
回
忌
の
お
菓
子
を
作
っ
て
み
て
は
く
れ
な
い
か
と

の
依
頼
に
、
一
年
程
か
け
て
納
得
の
い
く
お
菓
子
を
作

り
、
ご
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
販

売
し
て
お
り
、
ご
法
要
の
お
菓
子
の
こ
と
で
来
店
さ
れ

る
方
に
は
宗
派
を
お
聞
き
し
、
こ
の
お
菓
子
の
謂
れ
等

を
話
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
先
祖
か
ら
続

く
ご
縁
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

亡
く
な
る
ま
で
お

寺
の
檀
家
総
代
を
勤

め
た
親
戚
は
何
人
も

い
ま
す
が
、
今
で
も

浄
土
真
宗
の
檀
家
総

代
を
代
々
担
っ
て
い

る
親
戚
も
あ
り
、
こ

の
地
域
で
は
浄
土
真

宗
と
の
繋
が
り
や
理

解
は
か
な
り
深
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。 

 

柄
沢 

幸
一 

氏
（
有
限
会
社
つ
る
が
や
社
長
） 

  
 
  

つ
る
が
や 

新
潟
県
三
条
市
本
町
４
丁
目
３−
１
７ 
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○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 
 
 
 

大
野
鉄
男 

氏
（
三
条
歴
史
研
究
会
会
長
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

▲
今
回
か
ら
、
三
条
の
街
の
人
々
に
も
「
別
院
に
対
す

る
想
い
」を
積
極
的
に
聞
い
て
い
き
ま
す
。第
一
回
は
、

御
遠
忌
法
要
で
「
な
む
の
里
」
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

つ
る
が
や
の
柄
沢
社
長
で
す
。 

    

三
条
別
院
で
は
お
釈
迦
様
の
誕

生
日
（
四
月
八
日 

花
ま
つ
り
）、

親
鸞
聖
人
の
誕
生
日
（
四
月
一
日
）

に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
奉
仕
団
・
お

誕
生
法
要
を
毎
年
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
会
う
友
達
と
共
に
、
お
寺
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
・
本
当
の
私
」
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
、
楽
し
い
奉
仕
団
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
あ
つ
ま
れ
！ 

同
朋
ジ

ュ
ニ
ア
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
開
催
日 

 

四
月
三
日
（
月
）
～
四
日
（
火
） 

◇
対 

象 
 

現
在
小
学
一
年
生
～
六
年
生
の
方 

（
小
学
新
二
年
生
～
中
学
新
一
年
生
） 

◇
会 

 

場 

三
条
別
院 

◇
締 

 

切 

三
月
十
日
（
金
）
必
着
。 

◇
定    

員  

四
十
名 

※
日
程
中
に
福
島
県
か
ら
保
養
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
ま
す
。
な
か
よ
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
！ 

詳
細
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
 

三
条
別
院
に
想
う 

 

別
院
こ
ど
も
ほ
う
し
だ
ん
～
あ
つ
ま
れ
！ 

ど
う
ぼ
う
ジ
ュ
ニ
ア
！
～ 



    

二
〇
一
七
年
の
三
条
別
院
公
開
講
座
の
講
題
と
講
師

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
伸
び
る
ア
メ
リ
カ
仏
教
と
心
理
学
と
の
協
力 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
に
も
到
来
？
―
」 

 

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
氏
（
武
蔵
野
大
学
教
授
・
日
本
仏
教
心
理
学
会
会
長
） 

 

昨
年
に
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
仏
教
と
浄
土

真
宗
、
特
に
今
年
は
実
践
仏
教
と
し
て
の
仏
教
心

理
学
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
で
は
三
百
万
人
以
上
と
も
言
わ

れ
る
、「
仏
教
先
進
国
」
ア
メ
リ
カ
。

日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
仏
教
研
究

第
一
人
者
が
仏
教
の
「
未
来
」
に
つ
い
て
語
る
。 

◆
日 

時 

五
月
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
聴
講
無
料 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

   

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
月
は
「
年
頭
会
」
と
兼
ね
る
た
め
、
座
談

会
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

さ
い
。
な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
日 

時 

二
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

正
信
偈 

草
四
句
目
下
（
同
朋
唱
和
） 

 
 
 

念
仏
讃 

淘
三 

 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 

回 
向 

願
以
此
功
徳 

 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

 

森 

田 

成 

美
（
三
条
別
院
輪
番
） 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

テ
ー
マ 

『
歎
異
抄
』
に
聞
く 

三
月 

木
村
邦
和
氏
（
第
十
三
組
專
行
寺
）【
第
十
四
章
】 

四
月 

濱
松
智
弘
氏
（
佐
渡
組
勝
廣
寺
）【
第
十
五
章
】 

五
月 

中
原 

龍
氏
（
第
十
六
組
福
成
寺
）【
第
十
六
章
】 

六
月 

安
原
陽
二
氏
（
第
十
二
組
安
淨
寺
）【
第
十
七
章
】

▲
昨
年
一
月
よ
り
、「『
歎
異
抄
』
に
聞
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
講
師
一

章
ず
つ
担
当
し
て
お
話
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。昨
年
十
二
月
は
石
塚

祐
堂
氏
。
第
十
二
章
、
い
わ
ゆ
る
「
不
学
難
生
」
の
異
議
に
つ
い
て
で

し
た
。
真
宗
を
聞
き
な
が
ら
、
勉
強
し
、
努
力
す
る
者
を
よ
し
と
し
、

そ
う
で
な
い
者
を
否
定
す
る
私
た
ち
の
あ
り
方
は
、ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
？ 

      

毎
月
十
三
日
の
前
門
首
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）
に

行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
は
一
月
は
休
会
で
す
。
二
月
か

ら
の
御
講
師
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

◆
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◆
場 

所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

◆
講 

師 
 

 
 

二
月
～
四
月 

武
樋
和
嘉
子
氏（
第
十
五
組
浄
覺
寺
） 

「
お
も
い
た
つ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
と
き
」   

 
  

五
月
～
七
月 

永
寶
晴
香
氏
（
第
十
組
淨
敬
寺
） 

 

▲
二
月
か
ら
四
月
は
、
女
性
研
修
会
ス
タ
ッ
フ
や
御
遠
忌
広
報
部
員

な
ど
を
勤
め
て
こ
ら
れ
た
武
樋
和
嘉
子
氏
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

五
月
か
ら
七
月
は
、
報
恩
講
実
行
委
員
会
法
要
部
会
委
員
で
、
報
恩

講
お
待
ち
受
け
音
楽
法
要
に
お
け
る
女
性
僧
侶
に
よ
る
助
音
の
指

導
も
行
っ
て
い
る
永
寶
氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 
三

条

別

院

公

開

講

座

の

講

師

・

講

題

が

決

定 

定

例

法

話

会 



   

○
別
院
声
明
教
室
（
全
五
回
・
途
中
参
加
可
能
） 

〔
月
一
回
、
午
後
六
時
～
八
時
〕 

二
月
二
十
一
日
（
火
）、
三
月
二
十
一
日
（
火
） 

四
月
十
八
日
（
火
）、
五
月
十
六
（
火
）
六
月
二
十
日
（
火
） 

講
習
内
容 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集(
赤
本) 

講 

師 

長
田 

暢 

氏
（
第
十
六
組 
善
興
寺
） 

参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

     

○
別
院
書
道
教
室 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

二
七
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

参
加
者
に
伝
道
掲
示
板
に
法
語
を
順
番
に
担
当
し
て
書
い
て
い
た

だ
く
試
み
が
、
一
月
二
十
三
日
の
三
条
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

          

   

○
別
院
奉
仕
研
修 

日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎
冥
加
金 

日
帰
り
一
五
〇
〇
円
、
一
泊
二
日 

二
五
〇
〇
円 

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
） 

 

・
朝 

食 

代 
 
 

五
〇
〇
円
、
昼 

食 

代 

一
〇
〇
〇
円
程
度 

 

・
夕 

食 

代 
 
 

一
三
〇
〇
円
程
度 

○
庭
講
（
清
掃
講
） 

三
条
別
院
庭
講
は
本
年
も
様
々
な
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
写
真
は
昨
年
十
月
に
行
わ

れ
た
庭
講
研
修
会
に
お
け
る
第
十
六
組
淨
專
寺
庭
園(

新
潟
県
文

化
財)

拝
観
と
に
い
が
た
庭
園
文
化
交
流
協
会
副
会
長 

土
沼
隆
雄

氏
特
別
講
義
の
様
子
。 

 

              

○
三
条
別
院
有
志
の
会 

 

も
と
も
と
三
条
別
院
の
お
朝
事
に
お
参
り
し
て
い
る
ご
門
徒
か
ら

は
じ
ま
っ
た
清
掃
奉
仕
・
法
話
・
座
談
を
中
心
と
し
た
有
志
の
会

で
す
。
月
一
回
の
例
会
、
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉
仕
活
動
や
季
節

ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を
開
催

し
ま
せ
ん
か
？
輪
番
と
随
行
一
名
で
お
勤
め
と
法
話
を
行
い
ま
す
。

集
会
所
や
ご
門
徒
宅
等
で
開
催
で
き
ま
す
の
で
、会
場
や
時
間
な
ど

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

毎
日
の
晨
朝
や
そ
の
他
の
法
要
で
、
列
座
は
基
本
的
に

は
決
ま
っ
た
順
で
並
ぶ
。
そ
の
日
の
鏧
役
は
調
声
人
で
あ

る
輪
番
（
中
央
）
の
右
隣
に
座
る
が
、
後
の
者
は
別
院
に

入
っ
た
順
番
に
祖
師
側
（
右
）
か
ら
座
る
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
毎
日
毎
日
、
悶
々
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
世

間
で
は
、
恐
ら
く
能
力
や
成
果
に
よ
っ
て
、
座
る
順
序
が

変
わ
る
こ
と
が
普
通
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
が
教
わ

っ
て
き
た
こ
の
別
院
で
は
、
た
だ
、
入
っ
た
順
番
に
右
側

か
ら
座
る
。
頑
張
っ
て
座
る
位
置
が
上
が
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
な
ま
け
て
い
て
も
下
が
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は

ゆ
る
い
世
界
な
の
か
？ 

少
し
脱
線
す
る
が
「
こ
ん
な
こ

と
世
間
で
は
通
用
し
な
い
」
と
い
う
批
判
が
嫌
い
で
あ
る
。

私
た
ち
が
座
っ
て
い
る
場
所
は
、
世
間
で
は
な
い
で
し
ょ

う
？
と
思
う
。
厳
し
い
の
は
、
能
力
が
な
く
て
も
、
成
果

を
だ
し
て
い
な
く
て
も
、
右
に
座
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
役
割
を
果
た
す
べ
き
位
置
に
い
る
こ
と
。
反
対
に

能
力
が
あ
っ
て
も
、
成
果
を
だ
し
て
も
、
奢
ら
ず
右
側
の

声
に
絶
え
ず
耳
を
傾
け
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
。

例
年
に
増
し
て
寒
い
真
冬
の
本
堂
で
考
え
る
。 

（
斎
木
） 

随

時

募

集

中 
真
宗
大
谷
派
勤
行
集(

赤
本)

か
ら
、
正
信
偈
草
四
句
目
下
、

念
仏
讚
三
淘
、
回
向
、
御
文
な
ど
を
稽
古
し
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
筆
で
節
符
を
な
ぞ
り
声
明
節
符
を
ひ
も
と
き
ま
す
。 

そ

の

他

の

講

座

案

内 


